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1_は じめに

大妻女子大学で教鞭をとられた井上寛先生 (1917-2008年 )は、海外からもよく知 られた著

名な蛾類の研究者で、多くの論文を長年に亘 り書いてこられ、また、「日本産蛾類大図鑑」(1982

年講談社)の多くの部分を担当された。1992年の夏に丼上寛先生の膨大な蛾類のコレクション

はロン ドンにあるイギリス自然史博物館に寄贈 された。標本数は、タイプ標本 800点余 りを含

む 20万点にも及ぶ (岸 田ほか、2009)。

井上寛先生の標本が海外の博物館に寄贈されたことは非常に残念であつた。他にも、一色周

知先生や川辺湛氏の蛾類の標本が次々と国外へ流出したことは、本当にやるせない。すなわち、

我々アジアの研究者はわざわざ海外にまで行かないとこれらのコレクションの標本を見る事が

できず、研究が遅れる原因ともなる (岸 田ほか、2009)。 しかし、最近では杉繁郎氏、佐藤力

夫博士 (吉松ほか、2006)、 中島秀雄博士 (吉松ほか、2007)な どのコレクションが農環研に

寄贈 されるなど、一時の海外流出には歯止めがかかつてきたと思われる。

ところが、専門家でも知らない方も多いと思 うが、井上寛先生のごく一部の標本が実は農環

研に寄贈 されている。今回はその紹介をしたい。

2 コレクションの概要と今後の利活用

第一著者の吉松が農環研 に採用になつたの

が、1986年であるが、この時既に丼上寛先生の

メイガ類 (現在はメイガ科 とツ トガ科に分けら

れるので、ここではそれ らをまとめてメイガ類

と呼ぶことにしたい)お よびシャクガ科の一部

の標本 (図 1)が寄贈 されていた。これらは、お

よそ 「日本産蛾類大図鑑J(1982年講談社)に

従つて、カタログ番号順に学名 と和名のラベル

の上に並べ られている。標本が無い種も多く、

その場合は種の学名 と和名が書かれたラベルの

上に標本は無く、分かり易い。欠けている種も

多く、全ての種の標本がある訳ではないし、また

図 1 井上寛コレクションのメイガ類標本

、雌雄 両方 の標本 が揃 ってい る訳 で もない。
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しかし、この様な authentic specimens(同 定に信頼がおける標本 とい う意味)は、非常に役立つ

のでありがたい。すなわち、このグループの世界的権威である井上寛先生が同定された標本 と

い うことで、同定の信頼度が非常に高い。聞くところによると、井上寛先生がロン ドンのイギ

リス自然史博物館に標本を寄贈するより前に、当時の昆虫分類研究室長の服部伊楚子氏が少 し

でもよいから農環研に標本を寄贈するように依頼 したそ うである。

井上寛先生が同定されたこれらのメイガ類およびシャクガ科の標本は、同定依頼があつた時

などに比較標本 として非常に利用価値が高い。2008年夏北海道内の広域において多種類の作物

を加害する見慣れないガ類の幼虫が多発生し、羽化成虫

を調べたところ、これまでわが国では害虫として記録が

ないヘ リキスジノメイガであることが分かつた (吉松・

岩崎、2010)。 この際、農環研の井上寛コレクションに

本種の標本 1個体 (図 2)が あり、比較標本 として利用

した。図鑑の写真よりも現物としての標本がある方が、

いろいろな部位の形態を詳細に観察することもできる

し、利用価値は非常に大きい。

現在、農環研が所蔵する井上寛コレクションは、メイ

ガ類 473点、シャクガ科 646点 である。標本がたまつ

てきたので、一度取 りにこられないかと井上寛先生か

ら連絡があったので、2002年 H月 に服部伊楚子氏と第一著者でご自宅まで出かけ頂戴した標

本が、それら以外に 882点 ある。これらの標本は、井上寛先生が入間市にあるご自宅で採集 さ

れ、ご自身で標本作成 された標本で、未同定である。ロン ドンに標本を寄贈 した後にたまつた

標本がご自宅にあつた訳である。

井上寛コレクションのメイガ類 473点およびシャクガ科 646点は同定済みの貴重な標本であ

ることから、今後、早めにデータベース化 し、それらの情報を「昆虫データベース統合インベ

ン トリーシステム」より公開したいと考えている。
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図 2 井上寛コレクションの

ヘリキスジノメイガ
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